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先
進
医
療

制
度
・

高
度
医

療
制

度
の

見
直

し
に

つ
い

て
（

案
）

 

  １
．

問
題
の
所
在

 

○
 

こ
れ
ま
で
、
先
進
医
療
専
門
家
会
議
等

に
お
い
て
、

 

・
 
第
２
項
先
進
医
療
の
技
術
の
中
で
、
特
に

有
効
性
の

評
価

が
確
立
し
て
い
な
い

段
階
の
技
術
に
つ
い
て
は
評
価
体
制
を
充
実
す
べ
き
（
適
切
な
実
績
評
価
を
行
う
た

め
の
手
順
の
明
確
化
や

高
度

医
療
（
第
３
項
先
進
医
療
）
の
よ
う
な
施
設
個
別
承
認

制
の
導
入
等
）

 

・
 
先
進
医
療
と
し
て
保
険
併
用
が
認
め
ら
れ
た
技
術
に
つ
い
て
も
、
一
定
期
間
の

実
績
に
基
づ
く
評
価
を
徹
底
す
べ
き
（
漫
然
と
保
険
併
用
を
継
続
す
る
べ
き
で
な

い
）
 

・
 
高
度
医
療

の
技
術

の
審
査

に
お
け
る
先
進
医
療
専
門
家
会
議

及
び
高
度

医
療
評

価
会
議

の
連
携
を
強
化
す
べ
き
（
役
割
分
担
の
明
確
化
）

 

な
ど
に
つ
い
て
、
問
題
提
起
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

 

 

○
 

ま
た
、

新
成
長
戦
略
（
平
成

22
年

6
月

18
日
閣
議
決
定
。
別
紙
１
）

及
び

規
制
・

制
度
改
革
に
係
る
対
処
方
針
（
平
成

22
年

6
月

18
日
閣
議
決
定
。
別
紙
２
）
に
お
い
て

も
、
先
進
医
療
に
対
す
る
規
制
緩
和
を
図
り
、
患
者

保
護
、
最
新
医
療
の
知
見
保
持
の
観

点
で
選
定
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て
、
先
進
医
療
の
評
価
・
確
認
手
続
き
を
簡
素
化
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た

。
 

具
体
的
に
は

、
 

①
  

現
在

の
先

進
医

療
制

度
よ

り
も

手
続

き
が

柔
軟

か
つ

迅
速

な
新

た
な

仕
組

み
を

検
討
 

②
  

一
定
の
施
設
要
件
を
満
た
す
医
療
機
関
に
お
い
て

実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
安

全
性
・
有
効

性
の
評
価
を
厚
生
労
働
省
の
外
部
の
機
関
に
お
い
て
行
う
こ
と

 

と
さ
れ
て
い
る

。
 

  

２
．

中
医

協
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
検

討
状
況

 

中
医

協
に
お
い
て
、「

医
療
保
険
に
お
け
る
革
新
的
な
医
療
技
術
の
取
扱
い
に
関
す
る
考

え
方
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、

平
成

22
年

10
月

15
日

か
ら
平
成

23
年

2
月

16
日
ま
で

の
７
回
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
、
平
成

23
年

5
月

18
日
の
中
医
協
に
お
い
て
、「

医
療
保

険
に
お
け
る
革
新
的
な
医
療
技
術
の
取
扱
い
に
関
す
る
考
え
方
（
案
）
 
（
先
進
医
療
制
度

の
手
続
、
評
価
、
運
用
の
見
直
し
）」
（
別
紙
３

）
と
し

て
報
告
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

 

具
体
的
に
は

、
 
 

先
－

５
 

２
４

．
３

．
１

６
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①
  

現
行
の
先
進
医
療
専
門
家
会
議
及
び
高
度
医
療
評
価
会
議
に
お
け
る
審
査
の
効

率
化
、
重
点
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
両
会
議
に
お
け
る
審
査
を
一
つ
の
会

議
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
す

る
。

 

 ②
  

医
療
上
の
必
要
性
の
高
い
抗
が
ん
剤
に
関
す
る
先
進
医
療
の
実
施
に
つ
い
て
、
当

該
実
施
計
画
書
の
審
査
に
つ

い
て
は
、
先
進
医
療
会
議
（
仮
称
）
が
適
当
と
認
め
た

場
合
に
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
機
関
（
が
ん
治
療
に
高
度
の
知
見
を
有
し
、
実

施
機
関
の
申
請
及
び
実
施
段

階
で
の
監
査
を
行
う
機
能
を
有
す
る
機
関

）
に
委
託
で

き
る
こ
と
と
し
、
当
該
審
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

先
進
医
療
会
議
（
仮
称
）
に
お
い

て
適
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ

と
と
す
る
。

 

 

③
  

先
進
医
療
の
申
請
に
必
要
な
国
内
で
の
数
例
の
実
績
の
効
率
化
に
つ
い
て
、
国
内

に
お
い
て
数
例
の
実
績
が
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
申
請
さ
れ
た
個
々
の
技
術
や
医

療
機
関
の
特
性
に
応
じ
て
、

先
進
医
療
の
実
施
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

 

 

 

３
．

今
後
の
対
応
案

（
別
紙
４
）

 

以
上

の
中
医
協
で
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え

、
平
成

24
年
度
よ
り
、
現
行
の
先
進
医
療
専

門
家
会

議
及

び
高

度
医

療
評

価
会

議
を

統
合

し
、

先
進

医
療

会
議

（
仮

称
）
（
以

下
「

本
会

議
」
と

い
う

。）
を
設

置
す

る
こ

と
と

す
る

。
ま

た
、

本
会

議
に

先
進

医
療

技
術

審
査

部
会

（
仮
称
）（

以
下
「
部
会
」
と
い
う
。）

を
置
く

こ
と
と
す
る

。
 

（
１
）

 
先

進
医
療
実
施
の
た
め
の

審
査
に
つ
い
て

 

①
 
 審

査
体
制
に
つ
い
て

 

・
 
有
効
性
が
一
定
程
度
明
ら
か
な
技
術
（
以
下
「
技
術
Ａ
」
と
い
う
。）

 

本
会

議
に

お
け

る
審

査
は

、
技

術
的

妥
当

性
（

有
効
性

、
安

全
性

、
技

術
的

成

熟
度
）
及
び
社
会
的
妥
当
性
（
倫
理
性
、
普
及
性
、
費
用
対
効
果
）
と
し
、
そ
の
技

術
の

有
効
性

、
安
全
性

等
の
適
切
な
評
価
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
実
施
期
間
及
び
症

例
数
を

対
象
と
な
る

疾
患
の

状
況
に
応
じ
て

設
け
る
こ
と
と
す
る
。

 

 ・
 

有
効
性

が
必

ず
し

も
十
分

に
明
ら

か
で
は

な
い
た

め
、

関
連

す
る

他
の

医
療

技

術
と
の
比
較
等
に
よ
り
有
効
性
を

明
ら
か
に
す
る
必
要

の
あ
る

技
術
（
以
下
「
技
術

Ｂ
」
と
い
う
。）

 

本
会

議
で

の
審
議

に
先

立
ち

、
部

会
に

お
い

て
、

技
術

的
妥

当
性

（
有

効
性

、

安
全
性
、
技
術
的
成
熟
度
）
を
審
査

す
る
こ
と
と
す
る

。
そ
の
際
、
実
施
期
間
及
び

症
例
数
に
つ
い
て
、
統
計
学

的
な
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
技
術

的
妥
当

性
（
有
効
性
、
安
全
性
、
技
術
的
成
熟
度
）
の
状
況

に
よ
り

、
部
会
で
の

審
査
体
制

等
に
つ
い
て

は
柔
軟

に
対
応

が
で
き
る
よ
う

検
討
す
る

。
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部
会

で
承

認
さ
れ

た
技

術
に

つ
い

て
は

、
本

会
議

に
お

い
て

、
部

会
で

の
技

術

的
妥
当
性
（
有
効
性
、
安
全
性
、
技
術
的
成
熟
度
）
の
審
査
を
踏
ま
え

、
社
会
的
妥

当
性
（
倫
理
性
、
普
及
性
、
費
用
対
効
果
）

を
中
心
に

審
査
す
る
こ
と
と
す
る
。

 

 

②
 
 手

続
き
に
つ
い
て

（
技
術
Ａ
、
技
術
Ｂ
共
通
）

 

実
施
計

画
書

等
の

書
類

と
と

も
に

様
式

を
統

一
し

た
申

請
書

を
、

事
務

局
に

申
請

す
る
こ
と
と
す

る
。

 

 

③
 
 開

催
日
程
に
つ
い
て

 

本
会
議
及
び
部
会
の
開
催
日

程
は
予
め
決
め
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

 

 

（
２
）

 実
施
医
療

機
関
に
つ
い
て

 

・
 
技
術

Ａ
 

申
請
技
術

と
施

設
要
件

を
本
会

議
に
お

い
て
承

認
す

る
こ
と
と

す
る

。
そ
の

後
、

施
設

基
準

を
満

た
す

医
療

機
関

は
各

施
設

で
の

評
価

方
法

を
届

出
る

こ
と

で
実

施

可
能
と
す
る
。

 

 

・
 
技
術
Ｂ

 

申
請
医
療
機
関
及
び
協
力
医
療
機
関

に
つ
い
て

は
、
部
会
で
の
審
査
を
経
て
、
本

会
議
に
お
い
て
承
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

 

協
力
医
療
機
関
の
追
加

に
つ
い
て

は
、
部
会
に
お
い
て

承
認

す
る

こ
と

と
す

る
。
 

 

（
３
）

 
先

進
医

療
実
施
後
の

評
価
に
つ
い
て

 

①
 
 報

告
に
つ
い
て

 
 

・
 
技
術
Ａ

 

届
出

を
行
っ
て
い
る

全
て
の
医
療
機
関
は
、
毎
年
実
績
報
告
を
行
う

こ
と
と
す
る

。

ま
た
、
診
療
報
酬
改
定
で
の

保
険
導
入
の
検
討
に
向
け
て

、
予
め

届
け
出
た

各
施
設

で
の
評
価

方
法
と
照
ら
し
て
、
報
告

時
点
で
の

評
価
結
果
を
報
告
す
る

こ
と
と
す
る

。

な
お
、
評
価
に
つ
い
て
は
、
施
設
間
で
協
力
し
て

実
施
す
る
方
法

に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

 

 
 

・
 
技
術
Ｂ

 

申
請
医
療
機
関

に
つ
い
て
は

、
総
括
報
告
と
し
て
、
予
定
し
た
実
施
期
間
ま
た
は

症
例
登
録
が
終
了
し
た

場
合
等

に
は

、
総
括
報
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
と
す
る
。
ま

た
、
総
括
報
告
と
は
別
に
中

間
報
告
と
し
て
、
毎
年
中
間
報
告
書

を
提
出
す
る
こ
と

と
す
る
。

 

協
力
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
実
施
計
画
書
等
に
基
づ
き
、

実
施
症
例
や
結
果
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等
の
デ
ー
タ
を
、
申
請
医
療
機
関
へ
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
。

 

 

②
 
評

価
体
制
に
つ
い
て

 

・
 
技
術
Ａ

 

診
療

報
酬
改

定
で
の

保
険
導

入
に
向

け
て
、

技
術
的
妥

当
性

（
有

効
性

、
安

全

性
、
技
術
的
成
熟
度

）
及
び

社
会
的
妥
当
性
（

倫
理
性
、
普
及
性

、
費
用
対
効
果

）

の
評
価
を

本
会
議
に

お
い
て

実
施

し
、
保
険
収
載
の

必
要
性

、
実
施
状
況
等
を
踏
ま

え
た
先
進
医
療
と
し
て
の

継
続
の
可
否
等
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

 

 
 
 

 ・
 
技
術
Ｂ

 

 
 
 
 
 ま

ず
、
予
定
し
た
実
施
期
間
ま
た
は
症
例

登
録

が
終
了
し
た

場
合
等
に

は
、
技
術

的
妥
当
性
（

有
効
性
、
安
全
性
、
技
術
的
成
熟
度
）
の
評
価

を
部
会
に
お
い
て

実
施

す
る
。

 

次
に
、
部
会
で
評
価
を
実
施
し
た

技
術
に
つ
い
て

は
、
本
会
議
に
お
い
て
、
部
会

で
の

技
術

的
妥
当

性
（
有

効
性

、
安
全

性
、
技

術
的
成

熟
度
）

の
評
価

を
踏
ま

え
、

社
会
的
妥
当
性
（
倫
理
性
、
普
及
性
、
費
用
対
効
果
）
の
評
価

、
実
施
状
況
等
を
踏

ま
え
た

先
進
医
療
と
し
て
の

継
続
の
可
否
等
を

検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

 

 こ
れ
ら
の
対
応
案

を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
 

・
 技

術
の

エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
（
科
学
的
根
拠
の
水
準
）
に
応
じ
た

評
価
体
制
の
充
実

 

・
 一

定
期
間
の
実
績
に
基
づ
く

適
切
な

評
価
の
実
施

 

・
  
現

行
の

先
進
医

療
専
門

家
会

議
及

び
高
度

医
療

評
価

会
議

の
一
体

的
な

運
営

と
連

携
の
強
化

 

を
図
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

 

 

 ４
．
今
後
の
検
討
課
題

 

（
１
）
「
２
．
中
医
協
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
」

の
②
に
つ
い
て

 

「
医

療
上
の

必
要

性
の

高
い
未

承
認
薬

・
適
応

外
薬

検
討

会
議

」
に

お
い
て

医
療
上

の

必
要
性

の
高
い

抗
が
ん

剤
と

さ
れ
た

薬
剤

（
技
術

Ｃ
）

に
関

す
る
先

進
医
療

の
実

施
に
つ

い
て
は

、
技
術

の
安
全

性
等

の
確
認

方
法
、

実
施

可
能
な
医

療
機
関

の
要
件

、
実

施
計
画

書
の
審
査

が
可

能
な

一
定
の
要

件
を
満

た
す

機
関

（
以
下
、「

外
部

機
関

」
と
い
う

。）
の

選
定
要

件
な
ど

を
現
在

、
検

討
し
て

い
る
と

こ
ろ

で
あ
る

。
特
に

、
外
部
機

関
の

選
定
に

か
か
る

調
整
事

項
が
多

岐
に

わ
た
り

、
調
整

が
難

航
す
る

こ
と
が
予

想
さ
れ

る
が

、
で
き

る
限
り
、
速
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
た
い

。
 

ま
た

、
医
療

機
器

に
関

す
る
先

進
医
療

の
実
施

に
つ
い

て
も

、
医

療
上

の
必

要
性
の

高

い
抗
が

ん
剤
と
同
様
の
枠
組
み
を
利
用
で
き

な
い
か
、
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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（
２
）「

２
．
中
医
協
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
」

の
③
に
つ
い
て

 

 
 

 
先
進

医
療

の
申
請

に
必
要

な
国

内
で
の

数
例
の

実
績

の
効

率
化

に
つ
い

て
も
、

臨
床

研
究

中
核
病

院
等
に

お
け
る

臨
床

研
究

の
体

制
整
備
の

状
況

な
ど

を
踏
ま

え
、
先

進
医

療
の
よ
り
柔
軟
な
運
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

 

以
上
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（
別
紙
１
）
 

 

「
新
成
長
戦
略
」（
抜
粋
）
 

（
平
成
２
２
年
６
月
１
８
日
閣
議
決
定
）
 

  

Ⅱ
．
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
国
家
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

今
後
、
飛
躍
的
な
成
長
が
望
ま
れ
る
医
薬
品
・
医
療
機
器
・
再
生
医
療
等
の

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
い
て
、
我
が
国
の
技
術
力
・
創
造
力
を
発
揮
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
重
点
に
置
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

医
療
分
野
で
の
日
本
の
「
安
心
」
技
術
を
世
界
に
発
信
し
、
提
供
す
る
。
 

 

４
．
医
療
の
実
用
化
促
進
の
た
め
の
医
療
機
関
の
選
定
制
度
等
 

 が
ん
や
認
知
症
な
ど
の
重
点
疾
患
ご
と
に
、
専
門
的
医
療
機
関
を
中
心
と
し

た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、
研
究
費
や
人
材
を
重
点
的
に
投
入
す
る
ほ
か
、

先
進
医
療
に
対
す
る
規
制
緩
和
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
を
守
る
新
医
療
の

実
用
化
を
促
進
す
る
。
 

ま
た
、
患
者
保
護
、
最
新
医
療
の
知
見
保
持
の
観
点
で
選
定
し
た
医
療
機
関

に
お
い
て
、
先
進
医
療
の
評
価
・
確
認
手
続
を
簡
素
化
す
る
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
必
要
な
患
者
に
対
し
世
界
標
準
の
国
内
未
承
認
又
は
適
応
外

の
医
薬
品
・
医
療
機
器
を
保
険
外
併
用
に
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
難
治
療
疾
患

と
闘
う
患
者
に
よ
り
多
く
の
治
療
の
選
択
肢
を
提
供
し
、
そ
の
よ
う
な
患
者
に

と
っ
て
の
ド
ラ
ッ
グ
・
ラ
グ
、
デ
バ
イ
ス
・
ラ
グ
を
解
消
す
る
。
 

新
た
な
医
薬
品
・
医
療
機
器
の
創
出
、
再
生
医
療
市
場
の
顕
在
化
な
ど
に
よ

り
、
20
20
 年
ま
で
に
年
間
約
7,
00
0 
億
円
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
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（
別
紙
２
）
 

 

「
規
制
・
制
度
改
革
に
係
る
対
処
方
針
」（
抜
粋
）
 

（
平
成
２
２
年
６
月
１
８
日
閣
議
決
定
）
 

 

Ⅱ
．
各
分
野
に
お
け
る
規
制
改
革
事
項
・
対
処
方
針
  

 

２
．
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
 

 

規
制
改
革
事
項
 

①
保
険
外
併
用
療
養
の
拡
大
 

対
処
方
針
 

・
現
在
の
先
進
医
療
制
度
よ
り
も
手
続
が
柔
軟
か
つ
迅
速
な
新
た
な

仕
組
み
を
検
討
し
、
結
論
を
得
る
。
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
再

生
医
療
等
を
含
め
た
先
進
的
な
医
療
や
、
我
が
国
で
は
未
承
認
又

は
適
応
外
の
医
薬
品
を
用
い
る
も
の
の
海
外
で
は
標
準
的
治
療
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
療
法
、
或
い
は
、
他
に
代
替
治
療
の
存
在

し
な
い
重
篤
な
患
者
に
対
す
る
治
験
中
又
は
臨
床
研
究
中
の
療
法

の
一
部
に
つ
い
て
、
一
定
の
施
設
要
件
を
満
た
す
医
療
機
関
に
お

い
て
実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
安
全
性
・
有
効
性
の
評
価
を
厚

生
労
働
省
の
外
部
の
機
関
に
お
い
て
行
う
こ
と
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
＜
平
成
22
 年
度
中
に
結
論
＞
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医
療
保
険
に
お
け
る
革
新
的
な
医
療
技
術
の
取
扱
い
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
（
案
） 

（
先
進
医
療
制
度
の
手
続
、
評
価
、
運
用
の
見
直
し
）
 

 
我
が
国
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
ド
ラ
ッ
グ
ラ
グ
、
デ
バ
イ
ス
ラ
グ
や
、
我
が
国
発
の
新
医
薬
品
の
開

発
及
び
実
用
化
の
促
進
等
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
開
発
の
支
援
や
、
薬
事
承
認
の
迅
速
化

等
が
直
接
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
先
進
医
療
制
度
に

つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
課
題
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
運
用
の
見
直
し
を
以
下
の
と
お
り
行
う
こ
と
と
す

る
。
 

  １
．
医
療
上
の
必
要
性
の
高
い
抗
が
ん
剤
に
関
す
る
先
進
医
療
の
実
施
に
つ
い
て
 

 ○
 
「
医
療
上
の
必
要
性
の
高
い
未
承
認
薬
・
適
応
外
薬
検
討
会
議
」（
以
下
「
未
承
認
薬
等
検
討
会

議
」
と
い
う
）
に
お
い
て
医
療
上
の
必
要
性
が
高
い
と
さ
れ
た
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
開
発
要
請
を

受
け
た
企
業
又
は
開
発
の
意
思
を
申
し
出
た
企
業
に
よ
り
治
験
が
着
手
さ
れ
、又
は
薬
事
承
認
に
係

る
公
知
申
請
が
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
加
え
、
海
外
の
実
績
等
か
ら
一
定
の
安
全

性
等
が
確
認
さ
れ
て
い
る
抗
が
ん
剤
に
つ
い
て
は
、
開
発
企
業
の
公
募
中
等
、
長
期
間
治
験
が
見
込

ま
れ
な
い
場
合
に
、
こ
れ
に
係
る
技
術
を
先
進
医
療
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

 ○
 
未
承
認
薬
等
検
討
会
議
に
お
け
る
開
発
要
望
の
募
集
の
際
に
、
海
外
に
お
け
る
標
準
的
使
用
状
況

（
米
国
の
承
認
状
況
等
）
の
記
載
欄
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
医
療
上
の
必
要
性
が
高
い
と

さ
れ
た
抗
が
ん
剤
に
つ
い
て
は
、
こ
の
海
外
に
お
け
る
標
準
的
使
用
状
況
の
情
報
を
活
用
し
、
先
進

医
療
と
し
て
の
適
格
性
等
を
先
進
医
療
会
議
（
仮
称
）
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
進
医

療
の
対
象
技
術
と
し
て
告
示
す
る
こ
と
と
す
る
。（
中
医
協
へ
報
告
）
 

 ○
 
ま
た
、
先
進
医
療
会
議
（
仮
称
）
に
お
い
て
、
当
該
抗
が
ん
剤
を
用
い
た
先
進
医
療
を
実
施
可
能

な
医
療
機
関
の
属
性
を
あ
ら
か
じ
め
特
定
し
（
医
療
機
関
群
）、
こ
れ
に
該
当
す
る
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
、
実
施
計
画
書
を
審
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
施
可
能
と
す
る
。（
中
医
協
へ
報
告
）
 

・
医
療
機
関
の
施
設
属
性
･･
･臨
床
研
究
中
核
病
院
（
IC
H-
GC
P
水
準
の
臨
床
研
究
を
実
施
）、
 

都
道
府
県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
特
定
機
能
病
院
等
 

 
 
・
医
療
機
関
の
施
設
要
件
･･
･治
験
が
適
切
に
実
施
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
 

 
 
・
当
該
実
施
計
画
書
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
先
進
医
療
会
議
（
仮
称
）
が
適
当
と
認
め
た
場
合
に

は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
機
関
（
が
ん
治
療
に
高
度
の
知
見
を
有
し
、
実
施
機
関
の
申
請
及

び
実
施
段
階
で
の
監
査
を
行
う
機
能
を
有
す
る
機
関
）
に
委
託
で
き
る
こ
と
と
し
、
当
該
審
査

の
結
果
を
踏
ま
え
て
先
進
医
療
会
議
（
仮
称
）
に
お
い
て
適
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
す
る
。
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○
 
実
施
医
療
機
関
に
お
い
て
、
当
該
先
進
医
療
の
デ
ー
タ
の
質
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
薬
事
承

認
の
一
定
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
 

 
 
な
お
、
デ
ー
タ
の
質
の
確
保
の
た
め
に
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
よ
う
な
臨
床
試
験
が
実
施
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
、
具
体
的
な
要
件
に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係
部
局
と
調
整
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

 ○
 
次
回
の
未
承
認
薬
等
検
討
会
議
に
お
け
る
要
望
募
集
が
夏
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
医
療

上
の
必
要
性
の
議
論
の
結
果
や
、
企
業
に
よ
る
開
発
状
況
等
に
応
じ
て
適
宜
実
施
す
る
。
 

  ２
．
先
進
医
療
の
申
請
に
必
要
な
国
内
で
の
数
例
の
実
績
の
効
率
化
に
つ
い
て
 

 ○
 
現
在
、
先
進
医
療
の
対
象
技
術
の
申
請
に
お
い
て
は
、
国
内
に
お
い
て
数
例
の
実
績
が
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
満
た
さ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
申
請
さ
れ
た
個
々
の
技
術
や
医

療
機
関
の
特
性
に
応
じ
て
、
先
進
医
療
の
実
施
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。
 

 ○
 
こ
の
場
合
に
は
、
申
請
書
に
お
け
る
実
績
の
記
載
に
替
え
て
、
当
該
技
術
を
有
効
か
つ
安
全
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
記
載
を
行
う
こ
と
と
し
、
先
進
医
療
会
議
（
仮
称
）
に
お
い
て
、
こ
の

適
否
を
判
断
す
る
。
 

 
 
・
安
全
性
等
の
確
認
に
お
い
て
必
要
な
項
目
の
例
･･
･臨
床
研
究
中
核
病
院
等
で
あ
る
こ
と
、
 

治
験
が
適
切
に
実
施
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
 

 ○
 
こ
の
申
請
方
法
に
よ
り
先
進
医
療
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
関
と
し
て
は
、
特
に
臨
床

研
究
中
核
病
院
等
の
高
度
な
臨
床
研
究
を
、安
全
か
つ
有
効
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
機
関
と
す
る
よ

う
適
切
に
審
査
を
行
う
。
 

 ○
 
当
該
ス
キ
ー
ム
を
認
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
分
野
ご
と
に
以
下
の
取
扱
い
と
す
る
。
 

 
 
・
適
応
外
薬
、
未
承
認
薬
 

 
 
新
薬
の
創
出
、
実
用
化
等
の
促
進
の
観
点
を
踏
ま
え
て
、
審
査
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
１

の
未
承
認
薬
検
等
検
討
会
議
に
お
い
て
医
療
上
の
必
要
性
が
高
い
と
さ
れ
た
先
進
医
療
に
係

る
も
の
に
つ
い
て
も
個
別
に
こ
の
取
扱
い
の
適
用
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

  
 
・
上
記
以
外
の
医
療
技
術
 

対
象
と
な
る
医
療
技
術
の
医
療
上
の
必
要
性
や
、
実
施
機
関
が
、
臨
床
研
究
中
核
病
院
等

の
安
全
か
つ
有
効
に
当
該
技
術
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
等
に
つ

い
て
慎
重
な
審
査
を
行
う
こ
と
。
な
お
、
医
療
機
器
に
つ
い
て
は
、
製
品
の
改
良
・
改
善
が

継
続
さ
れ
る
特
性
を
踏
ま
え
、
医
療
上
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
分
野
が
特
定
さ
れ
、
医
療
上
の
必

要
性
の
高
い
機
器
が
選
定
さ
れ
る
仕
組
み
を
整
備
し
た
上
で
、
こ
の
取
扱
い
を
適
用
す
る
。
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３
．
現
行
の
先
進
医
療
専
門
家
会
議
及
び
高
度
医
療
評
価
会
議
に
お
け
る
審
査
の
整
理
に
つ
い
て
 

 ○
 
現
行
の
先
進
医
療
専
門
家
会
議
及
び
高
度
医
療
評
価
会
議
に
お
け
る
審
査
の
効
率
化
、
重
点
化
を

図
る
こ
と
、
上
記
１
の
取
扱
い
を
迅
速
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
両
会
議
に
お
け
る
審
査
を
一

つ
の
会
議
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

 ○
 
新
た
な
会
議
体
（「
先
進
医
療
会
議
（
仮
称
）」
）
に
お
い
て
は
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
審
査
を

行
う
 

 
 
・
 
個
別
の
医
療
機
関
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
技
術
（
未
承
認
の
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
を
用
い
た

も
の
を
含
む
。）
に
つ
い
て
、
倫
理
性
、
安
全
性
、
有
効
性
、
効
率
性
、
社
会
的
妥
当
性
、
将

来
の
保
険
導
入
の
必
要
性
等
を
審
査
【
従
来
の
先
進
医
療
専
門
家
会
議
及
び
高
度
医
療
評
価
会

議
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
も
の
】
 

  
 
・
 
当
該
技
術
を
実
施
す
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
実
施
機
関
の
施
設
要
件
の
設
定
又
は
個
別
の

医
療
機
関
の
実
施
の
可
否
を
審
査
。【
従
来
の
先
進
医
療
専
門
家
会
議
及
び
高
度
医
療
評
価
会

議
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
も
の
】
 

  
 
・
 
上
記
１
の
ス
キ
ー
ム
に
お
い
て
、
未
承
認
薬
等
検
討
会
議
に
お
い
て
医
療
上
の
必
要
性
が
高

い
と
さ
れ
た
抗
が
ん
剤
に
つ
い
て
、
海
外
の
実
績
等
に
鑑
み
、
先
進
医
療
の
対
象
と
す
る
こ
と

の
可
否
の
審
査
。
実
施
可
能
な
医
療
機
関
群
の
設
定
。
ま
た
、
当
該
技
術
を
実
施
す
る
医
療
機

関
の
申
請
に
よ
る
実
施
計
画
書
の
審
査
。
 

 ○
 
当
該
会
議
は
、
医
療
技
術
に
関
し
専
門
的
学
識
を
有
す
る
者
、
保
険
診
療
に
精
通
し
た
者
、
臨
床

試
験
、
生
物
統
計
に
精
通
し
た
者
、
医
療
経
済
学
的
な
評
価
に
精
通
し
た
者
、
法
律
学
の
専
門
家
等

に
よ
り
構
成
す
る
。
 

  ※
 
現
行
の
評
価
療
養
の
枠
組
み
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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医
療
保
険
に
お
け
る
革
新
的
な
医
療
技
術
の
取
扱
い
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

（
先
進
医
療
制
度
の
手
続
、
評
価
、
運
用
の
見
直
し
）

１
．
医

療
上

の
必

要
性

の
高

い
抗

が
ん
剤

に
係

る
先

進
医

療
の

実
施

に
つ
い
て

医
療

上
の

必
要

性
の

高
い

医

未
承

認
薬

・
適

応
外

薬
検

討
会

議
有 識

開 発 要

公
知
申
請

（
適
応
外
薬
）

薬
事
承
認

保
険

適
用

未 承 認 薬 等

医 療 上 の

識 者 に よ る

要 請
治
験

（
保

険
外

併
用

療
養

費
）

薬
事

承
認

保
険

適
用

等 の 開 発 要
（

の 必 要 性

医 療 上 の 必

治
験

（
保

険
外

併
用

療
養

費
）

薬
事

承
認

保
険

適
用

先
進
医
療

先
進

医
療

要 望 の 募 集

本 年 夏 メ ド

性 が 高 い

必 要 性 の 検

先
進
医
療

（
保
険
外
併
用
療
養
費
）

先
医

療
会

議
（
仮

称
）

海
外

の
実

績
等
を
判
断

デ
ー
タ
の
質
が
確
保
で
き
た
場
合
に
は
、

そ
の

デ
ー
タ
を
も
っ
て
薬

事
承

認
を
効

率
化

集
）

い
検 討

等
を
判
断

①
医
療
上
の
必
要
性
が
高
い
と
さ
れ
た
抗
が
ん
剤
に
つ
い
て
、
海
外
の
実
績
等
を
判
断
し
た
上
で
、
あ
ら
か

じ
め
先

進
医

療
の

対
象

と
し
て
告

示
医

療
の

対
象

と
し
て
告

示
②

実
施

可
能

な
医

療
機

関
の

属
性

（
医

療
機

関
群

）
を
あ
ら
か

じ
め
特

定
③

医
療

機
関

は
、
実

施
計

画
書

（
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

）
審

査
の

み
で
実
施
可
能
（
外

部
機

関
の

審
査

を
活

用
可

能
）

【
①

～
③

は
先

進
医

療
会

議
（
仮

称
）
で
審

査
し
、
中

医
協

に
報

告
】

1
1
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１
年

以
内

治
験

開
発

要
請

未
承

認
薬

等
検

討
会

議
に
お
い
て
医

療
上

の
必

要
性

が
高

い
と
さ
れ

た
も
の

に
係

る
先

進
医

療
の

活
用

の
イ
メ
ー
ジ

医 療 上

未 承 認 薬

治
験

（
保
険
外
併
用
療
養
費
）

薬
事

承
認

保
険

適
用

３
８
件
※

１
（
８
件

）

１
３
件
※

２

特
段
の
合
理
的
な
理
由
※
３
が
あ
れ
ば

上 の 必 要 性 の

薬
医 療 上 の 必

開 発 企

の 公 募

治
験

（
保
険
外
併
用
療
養
費
）

先
進

医
療

（
保
険
外
併
用
療
養
費
）

５ ５ 件

※ １ （

薬
事
承
認

保
険

適
用

海
外
で
の
実
績
等
か
ら

一
定
の
安
全
性
等
が

示
さ
れ

て
い
る
も
の

件
（
１
件

）
特
段
の
合
理
的
な
理
由
※
３
が
あ
れ
ば

１
年
を
超
え
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る

※
実
施
が
必
要
な
試
験
や

知
申
請

妥
当
性

検
の 高 い 未 承 認

必 要 性 が 高

企 業
募 開

発
要

請
※
３
：
多

数
の

品
目

の
開

発
要

請
を
同

時
に
受

け
て
い
る
こ
と
等

・
デ
ー
タ
の
信
頼
性
が
確
保
で
き
る
適
切
な

実
施
計
画
書
の
作
成
と
そ
の
実
施

・
品
質
が
確
保
さ
れ
た
医
薬
品
の
調
達

・
安
全
性
に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー
タ
の
入
手

・
副
作
用
等
の
報
告
及
び
そ
の
情
報
を
活
用

デ
タ
の

取
り
ま
と
め
と
公

表
等

（
保
険
外
併
用
療
養
費
）

４
件
※

２

（
０
件

）

９ 件 ）

示
さ
れ

る

※
２
：
公

募
１
７
件

の
う
ち
、
１
３
件

に
つ
い
て
企

業
の

開
発

の
意

思
の

申
し
出

が
あ
り
、
４
件

に
つ
い
て
公

募
中

（
１
１
月
９
日

時
点

）
。

※
１
：
実
施
が
必
要
な
試
験
や

公
知
申
請
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検

討
中
の
も
の
を
含
む
。

認 薬 ・ 適 応 外

高 い
公

知
申

請
半
年
以
内

薬
事

承
認

保
険

適
用

適 応

開
発

要
請

・
デ
ー
タ
の

取
り
ま
と
め
と
公

表
等

１ ０ ８ 件
２
１
件

（
３
件

）
薬 検 討 会 議

応 外 薬
１
年

以
内

治
験

（
保
険
外
併
用
療
養
費
）

件

※ １ （ ２ ０ 件 ）
３
２
件
※

１
（
８
件
）

５ ３

薬
事

承
認

保
険

適
用

議

治
験

（
保
険
外
併
用
療
養
費
）

特
段
の
合
理
的
な
理
由
※

３
が
あ
れ
ば

１
年
を
超
え
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る

先
進

医
療

件
（

件
）

３ 件

※ １ （ １ １ 件
薬
事
承
認

保
険

適
用

海
外
で
の

実
績
等
か
ら

一
定
の
安

全
性
等
が

先
進

医
療

（
保
険
外
併
用
療
養
費
）

数
字
は
、
検
討
会
議
に
要
望
と
し
て
集
ま
っ
た
も
の
の
う
ち
医

療
上
の

必
要
性

が
高
い
と
さ
れ
た
も
の
と
し
て
第
１
弾
と
し
て
５
月
に
開
発

要
請

等
し
た
も
の

。
（

）
内

は
抗

が
ん
剤

。
年

内
を
目

途
に
第

２
弾

と
し
て
７
４
件

（
う
ち
、
抗

が
ん
剤

は
２
２
件

）
を
開

発
要

請
等

予
定

。

０
件

）
定
の
安

全
性
等
が

示
さ
れ
て

い
る
も
の

H
22
.1
1.
26

中
医

協
総

会
資

料
よ
り
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現
行
の
第
３
項
先
進
医
療
の
手
続

未
承
認
薬
等
検
討
会
議
に
お
い
て
医
療
上
の
必
要
性
が

高
い
と
さ
れ
た
も
の
に
係
る
先
進
医
療
の
手
続
（
案
）

医
療

上
の

必
要

性
の

高
い
未

承
認

薬
・

適
応

外
薬

検
討

会
議

適
応

外
薬

検
討

会
議

○
医
療
上
の
必
要
性
が
高
い

先
進

医
療

会
議

（
仮

称
）

○
海
外
の
実
績
等
か
ら
技
術
の

安
全

性
等

を
確

認
○
実
施
可
能
な
機
関
群
を
設
定

先
進

医
療

会
議

（
仮

称
）

医
療

機
関

の
申

請
設

定
さ

れ
た

機
関

群
に

該
当

す
る

医
療

機
関

の
申

請

高
度

医
療

評
価

会
議

○
実
施
技
術
の
適
否

○
実
施
機
関
の
適

否

先
進

医
療

会
議

（
仮

称
）

○
実
施
計
画
書
の

適
否

外
部

機
関

○
実
施
機
関
の
適

否
○
実
施
計
画
書
の
適
否

○
実
施
計
画
書
の

適
否

先
進

医
療

と
し

て
実

施
可

能
※
安

全
性

、
有

効
性

等
の

観
点

当
該
会
議
が
適
切
と
認
め
た
場
合
に
は

審
査

を
外

部
機

関
に
委

託
可

能

先
進

医
療

専
門

家
会

議

○
実
施
技
術
の
適
否

※
将
来
の
保
険
導
入
の
必
要
性
等
の
観
点

※
ま
ず
は

抗
が

ん
剤

か
ら
当

該
運

用
を
適

用
※
将
来
の
保
険
導
入
の
必
要
性
等
の
観
点

先
進
医
療
と
し
て
実

施
可

能

※
ま
ず
は

、
抗

が
ん
剤

か
ら
当

該
運

用
を
適

用
※

外
部

機
関

は
、
当

該
分

野
に
つ
い
て
高

度
な
知

見
等

を
有

す
る
機

関
と
す
る
。

H
22
.1
1.
26

中
医
協
総
会
資
料
改
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２
．
先

進
医

療
の

申
請

に
必

要
な
国

内
で
の

数
例

の
実

績
の

効
率

化
に
つ
い
て

○
先
進
医
療
の
対
象
技
術
の
申
請
に
お
い
て
は
、
数

例
の

実
績

が
あ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ

て
い
る
が

、
こ
れ

を
満

た
さ
な

○
先
進
医
療
の
対
象
技
術
の
申
請
に
お
い
て
は
、
数

例
の

実
績

が
あ
る

と
が

求
め
ら
れ

て
い
る
が

、
れ

を
満

た
さ
な

い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
申

請
さ
れ

た
個

々
の

技
術

や
医

療
機

関
の

特
性

に
応

じ
て
、
先

進
医

療
の

実
施

を
認

め
る
こ
と

と
す
る
。

○
申
請
書
に
お
け
る
実
績
の
記
載
に
替
え
て
、
当

該
技

術
を
有

効
か

つ
安

全
に
実

施
す
る
こ
と
が

で
き
る
旨

の
記

載
を

行
う
こ
と
と
す
る

【
通

常
の

先
進

医
療

】

申
請
に
当
た
っ
て
は

国
内
に
お
け
る
実

績
が

必
要

【
（
例
）
臨
床
研
究
中
核
病
院
の
場
合
】

申
請

に
当

た
っ
て
は

実
績
に
替
え
て

当
該
技
術
を
安
全

行
う
こ
と
と
す
る
。

【
先

進
医

療
会

議
（
仮

称
）
で
審

査
し
、
中

医
協

に
報

告
】

申
請

申
請
に
当
た
っ
て
は

、
国

内
に
お
け
る
実

績
が

必
要

個
別

の
医

療
機

関
申

請

申
請
に
当
た
っ
て
は

、
実
績
に
替
え
て
、
当

該
技

術
を
安

全
か

つ
有

効
に
実

施
で
き
る
旨

を
確

認
す
る

（
例

）
臨

床
研

究
中

核
病

院

先
進

医
療

実
績

先
進
医
療

申
請

実
績

申
請

先
進

医
療

実
績

①
未

承
認

薬
、
適

応
外

薬

新
薬

の
創

出
、
実

用
化

等
の

促
進

の
観

点
を
踏

ま
え
て
、
審

査
を
行

う
こ
と
。
ま
た
、
１
の

未
承

認
薬

検
等

検
討

会
議

に
お
い
て
医

療
上

の
必

要
性

が
高

い
と
さ
れ

た
先

進
医

療
に
係

る
も
の

に
つ
い
て
も
個

別
に
当

該
ス
キ
ー
ム
の

適
用

を
検

討
す
る
こ
と
。

②
上
記
以
外
の
技
術

対
象
と
な
る
医
療
技
術
の
医
療
上
の
必
要
性
や
、
実
施
機
関
が
、
臨
床
研
究
中
核
病
院
等
の
安
全
か
つ
有
効
に
当
該
技
術
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
う
こ
と
。

な
お
、
医
療
機
器
に
つ
い
て
は
、
製
品
の
改
良
・
改
善
が
継
続
さ
れ
る
特
性
を
踏
ま
え
医
療
上
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
分
野
が
特
定

さ
れ
、
医
療
上
の
必
要
性
の
高
い
機
器
が
選
定
さ
れ
る
仕
組
み
を
整
備
し
た
上
で
、
こ
の
取
扱
い
を
適
用
す
る
。

1
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３
．
先

進
医

療
会

議
（
仮

称
）
の

審
査

体
制

等
に
つ
い
て

①
②

医
療

上
の

必
要

性
の

高
い
抗

が
ん
剤

従
来
の
審
査
体
制

新
た
な
審
査
体
制

未
承
認
薬
等
検
討
会
議

（
医

療
上

の
必

要
性

が
高

い
と
さ
れ

た
抗

が
ん
剤

）

①
通

常
の

先
進

医
療

に
係

る
審

査
②

医
療

上
の

必
要

性
の

高
い
抗

が
ん
剤

に
係

る
先

進
医

療
の

審
査

先
進
医
療

会
議

（
仮
称

）

①
技
術
の
審
査

海
外

等
の

実
績

か
ら
適

否
を
審

査

個
別
の
医
療
機
関
か
ら
の
申
請

未
承

認
薬

、
適

応
外

薬
等

の
使

用
を
伴

う
技

術
（
高

度
医

療
）

未
承

認
薬

、
適

応
外

薬
等

の
使

用
を
伴

わ
な
い
技

術
（
第

２
項

先
進

医
療

）
海

外
等

の
実

績
か

ら
適

否
を
審

査
②
実
施
機
関
の
審
査

実
施
可
能
な
医
療
機
関
の
属
性

（
医

療
機

関
群

）
を
設

定

（
高

度
医

療
）

（
第

２
項

先
進

医
療

）

高
度
医
療

評
価

会
議

①
技
術
の
審
査

設
定
さ
れ
た
医
療
機
関
群
に
該
当
す
る

個
別
の
医
療
機
関
か
ら
の
申
請

個
別
の
医
療
機
関
か
ら
の
申
請

・
未

承
認

薬
、
適

応
外

薬
等

の
使

用
を
伴

う
技

術
・
未

承
認

薬
、
適

応
外

薬
等

の
使

用
を
伴

わ
な
い
技

術

①
技
術
の
審
査

安
全

性
、
有

効
性

等
を
審

査
②

実
施
機
関
の
審
査

個
別
の
実
施
機
関
の

適
否
を
審
査

先
進

医
療

会
議

（
仮

称
）

①
技

術
の

審
査

先
進
医
療

会
議

（
仮
称

）

実
施

計
画

書
（
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

）
審

査
先

進
医
療

専
門

家
会
議

①
技
術
の
審
査

①
技
術
の
審
査

否
審

※
当
該
会
議
が
適
切
と
認
め
た
場
合
に
は

①
技

術
の

審
査

倫
理

性
、
安

全
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
社

会
的

妥
当

性
、
将

来
の

保
険

導
入

の
必

要
性

等
を
審

査
②

実
施

機
関

の
審

査
・
実

施
機

関
の

要
件

を
設

定
・
実

施
機

関
の

適
否

を
個

別
に
審

査

倫
理

性
、
安

全
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
社

会
的

妥
当

性
、

将
来
の
保
険
導

入
の

必
要

性
等

を
審

査
②
実
施
機
関
の
審
査

効
率

性
、
社

会
的

妥
当

性
、
将

来
の

保
険

導
入

の
必

要
性

等
を
審

査

審
査

を
外

部
機

関
に
委

託
可

能

実
施

機
関

の
適

否
を
個

別
に
審

査

※
新
た
な
会
議
は
、
医
療
技
術
に
関
し
専
門
的
学
識
を
有
す
る
者
、
保
険
診
療
に
精
通
し
た
者
、
臨
床
試
験
、
生
物
統
計
に
精
通
し
た
者
、

医
療
経
済
学
的
な
評
価
に
精
通
し
た
者
、
法
律
学
の
専
門
家
等
に
よ
り
構
成
す
る
。

実
施

機
関

の
要

件
を
設

定
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高
度
医
療
評
価
会
議
 
構
成
員
名
簿
 

氏
 
名
 

役
 
職
 

伊
藤

い
と
う

 
澄す
み

信の
ぶ

 
国
立
病
院
機
構
本
部
 
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
統
括
部
長

 

金
子

か
ね
こ

 
剛つ
よ
し

 
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
 
形
成
外
科
医
長

 

川
上

か
わ
か
み

 
浩
司

こ
う
じ

 
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
 
薬
剤
疫
学
 
教
授

 

佐
藤

さ
と
う

 
雄ゆ
う

一
郎

い
ち
ろ
う

 
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
 
准
教
授

 

猿
田

さ
る
た

 
享
男

た
か
お

 
慶
應
義
塾
大
学
 
名
誉
教
授

 

柴
田

し
ば
た

 
大
朗

た
ろ
う

 
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
 
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
 

臨
床
試
験
支
援
部
 
薬
事
安
全
管
理
室
長
 

関
原

せ
き
は
ら

 
健
夫

た
け
お

 
CD

Iメ
デ
ィ
カ
ル

 顧
問

 

竹
内

た
け
う
ち

 
正
弘

ま
さ
ひ
ろ

 
北
里
大
學
薬
学
部
臨
床
医
学
（
臨
床
統
計
学
・
医
薬
開
発
学
）
教
授

 

田
島

た
じ
ま

 
優
子

ゆ
う
こ

 
さ
わ
や
か
法
律
事
務
所
 
弁
護
士

 

永
井

な
が
い

  
良
三

り
ょ
う
ぞ
う

 
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
循
環
器
内
科
学

 教
授

 

葉
梨

は
な
し

  
之ゆ
き

紀と
し

 
日
本
医
師
会
 
常
任
理
事

 

林は
や
し

  
 邦
彦

く
に
ひ
こ

 
群
馬
大
学
 
医
学
部
保
健
学
科
医
療
基
礎
学

  
教
授

 

藤
原

ふ
じ
わ
ら

 
康
弘

や
す
ひ
ろ

 
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
 
副
院
長
 

堀
田

ほ
っ
た

  
知
光

と
も
み
つ

 
国
立
病
院
機
構
名
古
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
 

 
院
長

 

村
上

む
ら
か
み

 
雅
義

ま
さ
よ
し

 
先
端
医
療
振
興
財
団
 
専
務
理
事

 

山
口

や
ま
ぐ
ち

 
俊と
し

晴は
る

 
癌
研
究
会
有
明
病
院
 
副
院
長

 

山
中

や
ま
な
か

 
竹
春

た
け
は
る

 
国
立
病
院
機
構
九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
  
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
 

臨
床
研
究
部
 
腫
瘍
統
計
学
研
究
 
室
長
 

山
本

や
ま
も
と

 
晴
子

は
る
こ

 
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
 
先
進
医
療
・
治
験
推
進
部
長

 

◎
 座
長
 
 
○
 座
長
代
理
  
 

◎
 

○
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先
進
医
療
専
門
家
会
議
構
成
員
 

 
氏
 
 名

 
役
  
職
 

分
  
野
 

        

◎
           

○
 

 

赤
川
 
安
正
 

天
野
 
史
郎
 

新
井
 
一
 

飯
島
 
正
文
 

加
藤
 
達
夫
 

金
子
 
剛
 

北
村
 
惣
一
郎
 

笹
子
 
三
津
留
 

猿
田
 
享
男
 

竹
中
 
洋

  

田
中
 
憲
一
 

田
中
 
良
明
 

辻
 
省
次

  

戸
山
 
芳
昭
 

中
川
 
俊
男
 

永
井
 
良
三
 

樋
口
 
輝
彦
 

福
井
 
次
矢
 

松
原
 
和
夫
 

吉
田
 
英
機
 

渡
邊
 
清
明
 

広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
教
授
 

東
京
大
学
教
授
 

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
順
天
堂
医
院
長
 

昭
和
大
学
教
授
 

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
総
長
 

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
医
長
 

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
 

兵
庫
医
科
大
学
教
授
 

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
 

大
阪
医
科
大
学
長
 

新
潟
大
学
教
授
 

日
本
大
学
客
員
教
授
 

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
 

慶
應
義
塾
大
学
教
授
 

新
さ
っ
ぽ
ろ
脳
神
経
外
科
病
院
理
事
長
・
院
長
 

東
京
大
学
教
授
 

国
立
精
神
・
神
経
研
究
セ
ン
タ
ー
総
長
 

聖
路
加
国
際
病
院
長
 

旭
川
医
科
大
学
医
学
部
教
授
 

昭
和
大
学
名
誉
教
授
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
 

歯
科
 

眼
科
 

脳
神
経
外
科
 

皮
膚
科
 

小
児
科
 

形
成
外
科
 

心
臓
血
管
外
科
 

消
化
器
科
 

内
科
（
内
分
泌
） 

耳
鼻
咽
喉
科
 

産
婦
人
科
 

放
射
線
科
 

神
経
内
科
 

整
形
外
科
 

治
験
 

循
環
器
内
科
 

精
神
科
 

医
療
経
済
 

薬
学
 

泌
尿
器
科
 

臨
床
検
査
 

◎
 
座
長
 
 
 
○
 
座
長
代
理
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先
進

医
療

高
度

医
療

先
進
医
療
・
高
度
医
療
の
審
査
の
流
れ
に
つ
い
て

（
別

紙
４
）

現
状

薬
事

法
上

の
未

承
認

又
は

適
応

外
使

用
で
あ
る
医

薬
品

又
は

医
療

機
器

の
使

用
を
伴

わ
な
い
技

術

先
進

医
療

薬
事

法
上

の
未

承
認

又
は

適
応

外
使

用
で
あ
る
医

薬
品

又
は

医
療

機
器

の
使

用
を
伴

う
技

術

高
度

医
療

保
険

医
療

機
関

（
病

院
・
診

療
所

）

高
度

医
療

評
価

会
議

保
険

医
療

機
関

（
特

定
機

能
病

院
等

）

・
有
効
性
、
安
全
性
等
の
観
点
か
ら
検
討

・
医

療
機

関
毎

に
実

施
の

可
否

を
判

断

先
進

医
療

専
門

家
会

議

（
先

進
医

療
の

場
合

）
（
高

度
医

療
の

場
合

）
（
先

進
医

療
の

場
合

）

・
有

効
性

、
安

全
性

、
効

率
性

、
社

会
的

妥
当

性
、
将

来
の

保
険

導
入

の
必

要
性
等
の
観
点
か
ら
検
討

・
安

全
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
施
設
基

準
を
設
定

（
高

度
医

療
の

場
合

）

・
効

率
性

、
社

会
的

妥
当

性
、
将

来
の

保
険

導
入

の
必

要
性

等
の

観
点

か
ら
検
討

保
険

診
療

と
の

併
用

が
可

能
（
手
術
等
の
先
進
医
療
・
高
度
医
療
部
分
に
は
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
、
そ
の
費
用
は
患
者
負
担

）

準
を
設
定

1
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未
承

認
薬

等
検

討
会

議
に
お
い
て
医

療
上
の

必
要

性
が

高
い
と
さ
れ

た
抗

が
ん
剤

左
記

以
外

の
現

行
の

第
２
項

、
第

３
項

案
件

先
進
医
療
会
議
（
仮
称
）
に
お
け
る
審
査
の
流
れ
に
つ
い
て

今
後

の
対

応
案

先
進
医
療
会
議
（
仮
称
）

・
海
外
の
実
績
等
か
ら
技
術
の
安
全
性
等
を
確
認

・
実
施
可
能
な
医
療
機
関
の
要
件
を
設
定

実
施
可
能
な
医
療
機
関

保
険
医
療
機
関

事
務

局

先
進

医
療

会
議

（
仮

称
）

（
技

術
Ａ
）

有
効
性
が
一
定
程
度
明
ら
か

な
技
術

（
技

術
Ｂ
）

有
効
性
が
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
で
は
な

い
た
め
、
関

連
す
る
他

の
医

療
技

術
と
の

比

・
申

請
受

付
の

報
告

・
審

査
方

法
の

検
討

（
技

術
Ｃ
（
抗

が
ん
剤

か
ら
開

始
）
）

実
施

計
画

を
外

部
機

関
で
評

価
す

る
技

術
い
た
め
、
関

連
す
る
他

の
医

療
技

術
と
の

比
較

等
に
よ
り
有

効
性

を
明

ら
か

に
す
る
必

要
の
あ
る
技
術

先
進
医
療
技

術
審

査
部

会
（
仮

称
）

先
進
医
療
技

術
審

査
部

会
（
仮

称
）

外
部

機
関

外
部

機
関

・
実

施
計

画
審

査
・
実

施
計

画
等

審
査

先
進

医
療

会
議

（
仮

称
）

・
技

術
的

妥
当

性
（
有

効
性

、
安

全
性

、
技

術
的

成
熟

度
）
の

審
査

先
進

医
療

の
実

施

技
術

Ｂ
は

部
会

の
審

査
結

果
を
、
技

術
Ｃ
は

外
部

機
関

の
審

査
結

果
を
踏

ま
え
検

討
・
社

会
的

妥
当

性
（
倫

理
性

、
普

及
性

、
費

用
対

効
果

）
の

審
査

等

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

1
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先
進
医
療
実
施
後
の
技
術
の
評
価
に
つ
い
て

（
前

ペ
ー
ジ
か

ら
の

続
き
）

先
進
医

療
の

実
施

・
実

施
期

間
の

終
了

ま
た
は

症
例

登
録

の
終

了
に
よ
る
総
括
報
告

・
診
療
報
酬
改
定
で
の
保
険
導
入
に
向
け
た

検
討
の
た
め
の
報
告

事
務

局

了
に
よ
る
総
括
報
告

・
毎

年
１
回

の
中

間
報

告
検
討
の
た
め
の
報
告

・
毎

年
１
回

の
報

告

（
技

術
Ａ
）

（
技

術
Ｂ
）

（
技
術
Ｃ
（
抗
が
ん
剤
か
ら
開
始
）
）

先
進

医
療

技
術

審
査

部
会

（
仮

称
）

・
技

術
的

妥
当

性
（
有

効
性

、
安

全
性

、
技

術
的

成
熟

度
）
の

評
価

先
進

医
療

会
議

（
仮

称
）

・
技

術
的

妥
当

性
（
有

効
性

、
安

全
性

、
技

術
的

成
熟

度
）
の

評
価

技
術
Ｂ
及
び
技
術
Ｃ
に
お
い
て
は

部
会
の

評
価
結

果
を
踏
ま
え
実
施

技
術
Ｂ
及
び
技
術
Ｃ
に
お
い
て
は

部
会
の

評
価
結

果
を
踏
ま
え
実
施

・
社

会
的

妥
当

性
（
倫

理
性

、
普

及
性

、
費

用
対

効
果

）
の

評
価

・
保

険
収

載
の

必
要

性
の

検
討

・
実

施
状

況
等

を
踏

ま
え
た
先

進
医

療
と
し
て
の

継
続

の
可

否
の

検
討

等

2
0
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